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１はじめに

「飛騨高山匠の技」について地域と連携しデジタルアーカイ

ブの開発を進め、現在約９万件の「飛騨高山匠の技デジタル
アーカイブ」としての構築を進めている。

そこで、この「飛騨高山匠の技デジタルアーカイブ」に新たな

情報を追加し、「知的創造サイクル」を実現するための「知識循
環型デジタルアーカイブ」への再構築と、それを有効的に活

用するための教材、教育方法を開発し、デジタルアーカイブに
よる新たな価値の創造について実践しているので報告する。



２.知的創造サイクルとデジタルアーカイブ

飛騨高山匠の技デジタルアーカイブは、2017年～
2020年の文部科学省私立大学研究ブランディング事
業に加え、2022年度岐阜県私立大学地方創生推進事
業において、収集管理された飛騨高山匠の技に関する
地域資料9万点のデータで構成されている。



２.知的創造サイクルとデジタルアーカイブ

↑文部科学省私立大学研究ブランディング事業岐阜女子大学
https://digitalarchiveproject.jp/

https://digitalarchiveproject.jp/


2.知的創造サイクルとデジタルアーカイブ

・飛騨高山匠の技に関する総合
的な地域文化の創造を進めるデ

ジタルアーカイブは、「知的
創造サイクル」を目的とした

総合的なデジタルアーカイブと
してとらえている。

図１ 知的創造サイクル



２.知的創造サイクルとデジタルアーカイブ

飛騨春慶塗や一位一刀彫りなどは、飛騨高山匠の技の伝
統的工芸品とされているものの多くの課題

⇓
そのため、
・匠の技を受け継ぐ後継者も不足、飛騨匠の技やこころ
が次の世代に伝承することが困難となってきている。



２．知的創造サイクルとデジタルアーカイブ

後継者不足の解消としての打開策

⇓

地域の知的資源を生かして新たな価値を創造
することが可能



３.飛騨高山匠の技デジタルアーカイブ

活用するためには、結果よりもプロセス情報
が必要

⇓

様々な意思決定結果より、意思決定プロ
セスの方が重要



３.飛騨高山匠の技デジタルアーカイブ

一位一刀彫りや飛騨春慶塗の制作過程などの様々な
プロセスを中心にデジタルアーカイブ

← 飛騨春慶塗
https://digitalarchiveproject.jp/i

nformation/%e9%a3%9b%e9%a

8%a8%e6%98%a5%e6%85%b6/

一位一刀彫 →
https://digitalarchiveproject.jp/inf
ormation/%e4%b8%80%e4%bd%8
d%e4%b8%80%e5%88%80%e5%b
d%ab/

https://digitalarchiveproject.jp/information/%e9%a3%9b%e9%a8%a8%e6%98%a5%e6%85%b6/
https://digitalarchiveproject.jp/information/%e4%b8%80%e4%bd%8d%e4%b8%80%e5%88%80%e5%bd%ab/


３.飛騨高山匠の技デジタルアーカイブ

デジタルアーカイブする対象については、知識循
環型社会では知識基盤社会とは異なり、利活用す
ることにより、新たな知識を創造する知識循環型
社会に対応した新たなデジタルアーカイブを開発
する必要がある。



４.デジタルサイネージへの展開

約９万点の地域資源をデータベースにて保管

地域資源デジタルアーカイブを交通・観光に利活用
にするために、デジタルサイネージへの展開



４．デジタルサイネージへの展開

「デジタルサイネージ」とは

「電子看板」、「電子公告」などとも呼ばれ
ている。

↑引用元
https://www.irasutoya.com/201

8/01/blog-post_12.html

https://www.irasutoya.com/2018/01/blog-post_12.html


４．デジタルサイネージへの展開

約９万点の情報から３本の動画コンテンツ(日本語版・英語版)を作

成し、現在、中部国際空港の国内線(2,019年設置)並びに国
際線(2022年設置)で展示

←中部国際空港(国際線)
に設置しているデジタ
ルサイネージ

→デジタルサイネージ
設置を知らせるポス
ター



４．デジタルサイネージへの展開

地域資源デジタルアーカイブの新しい利活用
として可能性

↓

デジタルサイネージ



５．飛騨高山匠の技ガイドブックの作成

飛騨高山匠の技デジタル
アーカイブのガイドブック
として、紙メディアとWeb
公開型デジタルアーカイブ
とQRコードで連携した冊
子を作成



５．飛騨高山匠の技のガイドブックの作成

飛騨高山匠の技デジタルアーカ
イブでは、左甚五郎を取り上げ
ている。



５.飛騨高山匠の技ガイドブックの作成

飛騨高山匠の技というブランドに新たに
左甚五郎というサブブランドを位置づけ、
さらに飛騨高山匠の技の総合的なブラン
ド力を高めることを提案する。



６.地域課題探求型学習への利活用

地域課題を探求し、深化させ課題の本
質画を探り実践的な解決方法を導き出

すことを高大連携により地域課題探
求型学習への利活用を行った。



６.地域課題探求型学習への利活用

高校生により収集・記録された地域資源や資料は、地域
資源デジタルアーカイブに追加して蓄積され、地域資源
デジタルアーカイブが様々な高大連携の実践により随時
増殖するというデジタルアーカイブにおける…

「知の創造サイクル」を実現



７.おわりに

本学では、デジタルアーカイブを有効的に活用
し新たな知を創造する本学独自の「知的創造サイ
クル」を生かして地域課題を探求し、深化させ課
題の本質を探り実践的な解決方法を導き出す人材
を大学に変革することを目指している。
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